
山 梨 県 の 農 林 水 産 業 の 概 要

主な農林水産物特徴・取組

山梨県の総面積は4,465㎢で、その約78％を森林が占め、周囲は急峻な山々
に囲まれ、農地は総面積の約５％である。

気候は、夏と冬、また１日のうちでも昼夜の気温較差が大きく、降水量は
少なく日照時間が長い内陸性気候で、このような特性を生かした農業が展開
されている。

山梨県の産業構造をみると、全国と比較して第２次産業の割合が高い。特
に製造業では、生産用機械や精密機器、飲食料品（ミネラルウォーターやワ
イン等）、地場産業である貴金属装身具の出荷額は国内トップクラスとなっ
ている。

山梨県では、経済のグローバル化やIoTやAIなどを活用した技術革新の進行
など、農業を取り巻く環境の変化に的確に対応すべくスマート農業やデジタ
ル技術を活用したデジタルトランスフォーメーション（DX）に向けた取組を
生産現場に積極的に導入し、生産者の更なる所得の向上を実現するため、以
下の２つの目標と７つの柱に分類した施策に取り組んでいる。
Ⅰ 稼ぐ力を最大限発揮できる環境整備

① 成長産業化に向けた担い手の確保・育成
② 農業生産の効率化、農産物の高品質化
③ 品目別の生産振興策
④ 販売につながるプロモーション等の展開
⑤ 地域の農産物の利用促進

Ⅱ 豊かで活気ある農山村の創造
⑥ 地域資源を活用した農山村の活性化
⑦ 力強い農業を支える基盤整備

令和５年版

耕地面積２万3,200haのうち、田は7,650ha、畑は１万5,500haで、耕地面積
のうち樹園地が9,930ha（４割）を占めている。

果樹を中心に、野菜、畜産、水稲、花きなど、様々な品目が生産されてお
り、中でも生産額の最も大きい果樹は、もも、ぶどう、すももの収穫量が全
国１位である。

また、果実はアジア地域を中心に輸出されており、令和３年の果実輸出額
は17億5,600万円となっている。

もも
恵まれた日照の中で色

づくももは、甘く食感も
すぐれている。収穫量は
全国の約３割を占め、香
港等に輸出している。
（収穫量全国１位）

ぶどう
栽培の歴史は日本で最

も古く、約1,300年前か
らとも言われる。収穫量
は全国の約２割を占め、
香港等に輸出している。
（収穫量全国１位）

おうとう
高級感漂う初夏の果物

で、５月上旬から観光農
園でもぎ取りが楽しめる。
（収穫量全国３位）

すもも
大玉で高糖度の「貴陽

（きよう）」が注目され
ている。収穫量は全国の
約３割を占める。
（収穫量全国１位）

米
峡北地域※では、南ア

ルプスなどの豊かな水と
長い日照時間の恩恵を受
けて生産されている。
※峡北地域：韮崎市・北杜市
・甲斐市のうち旧双葉町

肉用牛
豊かな自然の中で肥育

され、高品質の黒毛和種
は、甲州牛としてブラン
ド化されている。

クレソン
豊富な水を利用した栽

培により、周年出荷され
ている。収穫量は全国の
約４割を占める。
（収穫量全国２位）

スイートコーン
５月の平坦地でのハ

ウス栽培から、８月の
高冷地栽培まで長期に
わたり出荷されている。
（収穫量全国５位）

洋ラン（鉢もの類）
長い日照時間や標高差

を生かして栽培が行われ
各地に出荷されている。
（出荷量全国５位）

にじます（養殖）
豊富で清澄な天然水を利用した淡水

魚の養殖が行
われている。
（生産量

全国２位）



山 梨 県 内 の 各 地 域 に お け る 農 林 水 産 物

出典：山梨県「やまなし旬の農産物」等を基に作成

中北（ちゅうほく）地域

【農畜産物】水稲、ぶどう、もも、す
もも、おうとう、かき、スイートコー
ン、きゅうり、トマト、なす、やまの
いも、洋ラン類（鉢もの類）、キウイ
フルーツ、うめ、さやいんげん、肉用
牛、乳用牛（生乳）、豚、鶏（鶏卵）
【林産物】薪

峡南（きょうなん）地域

【農産物】茶、スイートコーン、なす、
大豆、えだまめ、ユズ（柚）、キウイ
フルーツ
【林産物】竹炭

峡東（きょうとう）地域

【農産物】ぶどう、もも、すもも、
おうとう、かき、なす、スイート
コーン、きゅうり、洋ラン類（鉢
もの類）、干し柿

富士・東部地域

【農畜産物】クレソン、スイート
コーン、キャベツ、さやいんげん、
ブロッコリー、花き（鉢もの類）、
乳用牛（生乳）

【水産物】にじます（養殖）



出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」、「認定農業者の認定状況（令和４年３月末現在）」、
「令和２年国勢調査」（総務省統計局）

荒廃農地面積

「令和４年耕地面積（7月15日現在）」 、「令和５年全国都道府県市区町村別面積調（1月1日時点）」（国
土交通省国土地理院）

出典：

出典： 「農地中間管理機構の実績等に関する資料（令和３年度版）」

ha ha

全国順位

全 国 全国順位

人 1,363,038 人

山 梨 県

集積率

荒廃農地面積 6,478 259,502

37

担い手への集積面積 ha 43

農業経営体数、農家数及び集落営農数

基幹的農業従事者数及び認定農業者数

・耕地面積は２万3,200haで全国43位。うち田が7,650ha、畑が１万5,500ha。
・農業経営体数は１万4,970経営体で全国33位。うち法人経営体が268経営体で42位。
・認定農業者数は2,366経営体で全国28位。うち法人が260法人で38位。
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牧草地

樹園地

畑

田

区 分 山 梨 県 全 国

耕地面積
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出典： 「令和３年度の都道府県別の荒廃農地の発生状況」

37,797,356

258,600

担い手への農地の集積状況

15,500

7,650

％

2,560,109

58.9 ％28.0

6,534

山 梨 県

ha

30

33

42

基幹的農業従事者数 20,500

農業経営体数

集落営農

経営体

27,986

経営体

戸

戸

世帯

集落営農数
「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」、「令和２年国勢調査」（総務省統計局）、「集落営農
実態調査（令和４年２月１日現在）」

出典：

45

41世帯

集落営農

55,830,154

14,364

29

人 822,144 人 30

65歳以上

女

男 11,730

8,770

15,171 30

％
基幹的農業従事者数に対
する65歳以上割合 74.0 -

人 948,621 人

人 540,894 人 27

69.6 ％

809,974参考）総人口数

認定農業者数

法人数

経営体 28

人 126,146,099 人 42

法人 27,974 法人 38260

2,366 経営体 222,442

山 梨 県 の 農 業 （ １ ）

区 分

山 梨 県区 分

14,970

268

14,178

5

338,853参考）世帯総数

販売農家

1,075,705

30,707

1,747,079

1,027,892

総農家数

法人経営体

全 国 全国順位

33

経営体

経営体

戸

戸

都道府県の農業、林業、漁業の表の見方

・令和５年３月31日時点における最新の統計等の公表データを使用

・表中に使用した記号は次のとおり

「０」 : 単位に満たないもの（例：0.4ｔ→０ｔ）

「－」: 事実のないもの

「…」：調査を欠くもの

「ｘ」 : 秘密を保護するため統計数値を公表しないもの。

「＊」：秘密を保護するため統計数値を公表していない都道府県を除いた順



14 ＊
経営体数 10 経営体 1,180 経営体 25 ＊

3,992 百万円

出典： 「令和３年度６次産業化総合調査」

農家レストラン
総額 475 百万円 30,336 百万円 26 ＊
事業体数 20 事業体 1,260 事業体 19 ＊

4,990 経営体

1

1

1

出典： 「野菜生産出荷統計」、「地域特産野菜生産状況」、「果樹生産出荷統計」、「特産果樹生産動態等調
査」、「花き生産出荷統計」
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R4

R4収穫量

収穫量

収穫量
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干し柿

1,046,385
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総額

収穫量 R4 1,710

7 ＊キウイフルーツ

16,100

収穫量 R3

事業体数

全 国

0麦類

58

百万円
事業体

生産量

農家民宿

出典： 「令和３年生産農業所得統計」

ブロイラー

鶏卵

億円

35,591
490

17,052
830

農産物直売所9,364 億円

40

40

869

百万円億円 79
540

5,470 37

総額

億円

3,740 33 ＊

億円 百万円総額 2,584

10

加工農産物 5 億円

34

13549

＊

42

億円

億円

億円

肉用牛

乳用牛

生乳

豚 11

27

億円

1その他畜産物

ｔ収穫量

ｔ 19,700

44
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4

25

R4

761 ｔ

ｔ 6,701 ｔ

R3 724 千鉢 11,900 千鉢

区 分

41

39

農産加工

農畜産物の生産状況

農業生産関連事業の年間販売金額及び事業体数

区 分 山 梨 県 全 国

8,950

245

40,800

35,700

5,940

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ 116,900

億円

億円

21 億円
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25
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億円

億円

8,232

6,360

789

雑穀

豆類

いも類

野菜

花き

果実

その他作物

39

1,727

億円

587

1,113

3

1

億円 5

億円

億円

億円

709 億円

21,467 億円

9,159 億円

697 億円

2,358

億円

億円

億円

億円

億円

億円 億円

2

78

＊ｔ674クレソン

山 梨 県 の 農 業 （ ２ ）

全国順位年次

・農業産出額は1,113億円で全国29位。うち果実が789億円、野菜が119億円、畜産が78億円、米が58億円。
・農畜産物の生産状況は、ぶどう、もも、すももが全国１位、クレソンが２位、おうとうが３位。
・農業生産関連事業は、観光農園の年間販売金額が26億円で全国１位、経営体数は540経営体で１位。

区 分 山 梨 県 全 国 全国順位

農業産出額 ｔスイートコーン R3

農業産出額

収穫量 218,800ｔ29億円 88,384

億円

億円

鶏

R2

31 ＊

24

37 すもも

洋ラン類（鉢もの類）

ぶどう

もも

おうとう

うめ

出荷量

3,306

30,550
百万円
事業体
百万円

32,634 百万円
事業体

米

8

億円 13,699 億円 43 R2収穫量

億円工芸農作物

畜産

1

7,861

20

0

119

山 梨 県

41

1

8
30
27
8
1

経営体経営体数
観光農園

全国順位

事業体数 22,680 事業体

953,268 百万円



全 国

5,456.6

全国順位

千㎥

ｔ

からまつ 27 千㎥

千㎥

ｔ

91,791生産量 層積㎡

1,987

1,759

128生産量

広葉樹

1くろあわびたけ

薪 層積㎡

21

製材工場数

3,892

出典： 「令和３年木材需給報告書」、「令和３年特用林産基礎資料」

44

工場 44

全国順位全 国区 分 山 梨 県

20

工場

6 ＊

141,527

林業産出額

億円

山 梨 県 の 林 業

林産物の生産状況

全 国 全国順位

・林業産出額は15億円で全国41位。うち木材生産が12億円、栽培きのこ類生産が３億円。
・林産物の生産状況は、素材生産量が全国34位、あかまつ・くろまつ、からまつが６位。

20,088

山 梨 県区 分

億円

億円

34 ＊

37

林業産出額

針葉樹 千㎥

区 分 山 梨 県

15.2

千㎥

素材生産量

出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」

区 分

60

34,001 経営体

経営体

山 梨 県 全 国 全国順位

4,093 27経営体法人経営体

3,254.1

ha 26

国有林

ha

林業経営体数

22

7,153,338 45

人工林面積
出典：

民有林

10,133,111

3.0 2,091.6

木材生産

区 分

出典：

24,770,201

17,616,863

山 梨 県 全 国 全国順位

林野面積

億円

億円栽培きのこ類生産

林業経営体数

億円

41経営体

153,383

6,474 ha

ha 29

ha

ha

「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」

342,857 ha

12.0

153

林野面積

349,331 ha

出典：

工場数 工場

製材用素材の入荷があった工場数

3,138 工場

3,948 工場

20

「令和３年木材需給報告書」

45

国産材と輸入材 - 工場 607 工場 -

国産材のみ 16 工場

6

6

16

41

43 千㎥あかまつ・くろまつ 20
「令和３年林業産出額」

104

125 千㎥

千㎥

千㎥

37 ＊

529

＊

21,847千㎥



＊
- ＊
- ＊
- ＊

全 国 全国順位

総額

水産加工

百万円

百万円

＊

＊

全国順位

内水面漁業・養殖業生産量 935 ｔ

ｔにじます 620

-

山 梨 県

海面漁業・養殖業産出額 億円

山 梨 県 全 国

海面漁業・養殖業生産量 … ｔ

-

…

事業体

漁業就業者数

出典：

151,701

ｔ

ｔ

51,757 ｔ

ｔ -

926,641 ｔ

14

35

出典： 「令和３年度６次産業化総合調査」

漁家レストラン
総額 … 百万円 9,696 百万円 - ＊
事業体数 … 事業体 430 事業体 - ＊

800

億円

人

-

-

12,103

-

人

ｔ

…

5

経営体

山 梨 県 全 国

人

人

人

「令和２年漁業産出額」

出典： 「令和３年漁業・養殖業生産統計」

区 分

海面漁業経営体数

人

5,553

経営体

経営体

-

… 百万円
…

事業体数

事業体 820
… 百万円 32,443総額
… 事業体 1,470

ｔ

内水面漁業漁獲量

海面養殖業収獲量

経営体

- ＊
漁家民宿

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

全国順位

水産物直売所

海面漁業就業者数

男

女

区 分

隻

132,201

-

経営体

…

…

18,904

隻

漁業生産関連事業の年間販売金額及び事業体数

17,515

…

総額

区 分

事業体数

区 分 山 梨 県 全 国

漁船隻数

百万円 170,100…

全 国山 梨 県

経営体数 …

百万円

134,186

経営体

事業体

区 分

・内水面漁業経営体数は、72経営体で全国18位。
・水産物の生産状況は、内水面養殖業収穫量が930ｔで全国８位。うち、にじますが620ｔで２位。

全国順位

全国順位

4,163,072

3,236,431

漁船隻数

…

隻

-

69,920動力漁船

隻

- ＊

…

内水面養殖業収獲量

…

区 分

ｔ

32,854 ｔ

4,161

＊

山 梨 県 の 漁 業

海面漁業漁獲量

930
山 梨 県 全 国 全国順位

-…

4,77272 18

水産物の生産状況漁業産出額

内水面漁業経営体数

8 ＊

2

ｔ

- ＊

ｔ

漁業経営体数

79,067



山 梨 県 の 農 林 水 産 業 の 話 題 等 （ １ ）

「おいしい未来へ やまなし」は、山梨県産農畜水産物をPRする
ためのキャッチフレーズである。
やまなしでは、農業・畜産業・水産業のそれぞれの分野で「おい

しい未来」を育むために、さまざまな取組を行っている。
品質の高い農畜水産物づくりはもちろん、食の安全安心やSDGsに

貢献する取組など、これからも進化を続けていく。

【対象となる農畜水産物】

１ 生産物等に対する検査、基準等を満たしているもの
次の検査基準などを満たすもの
・山梨県青果物標準出荷規格（果樹、野菜）・農産物検査法の農産物検査規格（米穀、大豆など）
県ブランド銘柄などの基準を満たすもの
・甲州牛 ・甲州ワインビーフ ・甲州地どり ・甲州富士桜ポーク ・やまなしジビエ
・富士の介 ・甲斐サーモンレッド ・甲斐サーモン ・クリスマスエリカ

２ 優れた取組が認められた生産者が生産したもの
共進会や品評会で農業賞などを受賞した生産者が生産したもの
・山梨県果樹共進会 ・山梨県野菜共進会 ・山梨県肉畜鶏卵共進会 ・山梨県花き品評会 など
次の事業などの取り組みにより生産された加工品、農畜水産物
・美味しい甲斐開発プロジェクト ・やまなし農福連携

３ 特別な生産方法や取り組みにより生産された農畜水産物など
・４パーミル・イニシアチブ……地球温暖化対策につながる取組
・アニマルウェルフェア……家畜のストレスや疾病を減らす取組
・GAP……食品の安全性向上、環境の保全、労働安全の確保につながる取組
・甲斐のこだわり環境農産物……化学肥料、化学合成農薬を３割以上削減
・有機JAS……化学肥料、化学合成農薬不使用、遺伝子組み換え技術を未使用
・甲斐路の認証食品……県産農産物を主原料として県内で生産される加工食品等
・特別栽培農産物……化学肥料の窒素成分量、節減対象農薬の使用回数いずれも５割以上削減

おいしい未来へ やまなし



山 梨 県 の 農 林 水 産 業 の 話 題 等 （ ２ ）

令和３年農業生産額及び山梨県産果実の輸出額 過去最高を記録

「峡東地域の扇状地に適応した果樹農業システム」が
令和４年７月 世界農業遺産に認定

「春らんまん」
第１回やまなし農村風景写真コンクール知事賞作品

峡東地域は、日本のぶどう栽培発祥の地とされ、ぶどう「甲州」は、平安時代にはすで
に栽培されていたとも言われている。また、もも、すもも、柿なども古くから栽培され、
江戸時代にはすでに果樹の産地として知られていた。扇状地の傾斜地において、それぞれ
の土地に適応するために、多様な果樹を栽培するとともに、独自の技術が考案された。
中でも約400年前に、降水量の多い日本の気候に適応するために開発されたぶどうの棚栽

培（甲州式ぶどう棚）と疎植・大木仕立てを組み合わせた栽培技術は、現在日本各地に普
及している。

また、果樹園に自生する植物を利用した草生栽培は、土壌の流亡防止や有機物の補給だ
けでなく、多様な生物の生息に大きく貢献している。
果樹農業は、枯露（ころ）柿やワイン醸造などの果実加工、約120年前に始まったとされ

る観光果実園などとともに発展し、多様な文化・祭事とともに世界に誇る特色ある地域を
形成している。

山梨県の令和３年の農業生産額は1,101億4,200万円で、前年比109.5％、95億6,700万円の増加となっ
た。1,100億円を超えるのは平成６年以来27年ぶり。果実の生産額は686億円を超え、昭和29年の調査開
始以来最高額を記録。シャインマスカットの生産量と生産額の増加、モモのせん孔細菌病を封じ込めた
ことに伴う生産量の増加によるところが大きい。「今後もJAをはじめとする関係団体の皆様と力を合わ
せ、本県農畜水産物の高付加価値化や、「やまなしブランド」の更なる強化に取り組み、生産者の皆様
の所得向上に繋げていきたい」としている。

山梨県の令和３年の県産果実の輸出額は、17億5,600万円余となり過去最高を更新した。
前年と比べ、ももは５億7,000万円から９億9,000万円へ、ぶどうは４億9,000万円から７億5,000万円

へと伸びている。輸出先は香港が最も多く、次いで台湾、シンガポールと続いた。今後は、「高品質・
高付加価値商品としての「やまなし」ブランドの認知度をさらに向上させるべく、県産果実をプレミア
ム商品として強力に情報発信していきたい」としている。


